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論 文 内 ＼容 の 要 旨

本論文では,数理モデルを用いて,1)-栄養段階内の群集構造/(種数,種構成),ー2)複数の栄養段階にわたる群集構

造 (栄養投階の数,バイオマスアロケ∵シヨン)を,捕食に関わる ｢上からの効果｣と資源利用に関わる ｢下からめ効果｣

の相互作用と関連づけ,その決定機構を理論的に考察した｡

-栄養段階内の種数は ｢撹乱｣(｢上からの効果｣はしばしば撹乱として働く)と ｢生産性｣(｢下からの効果｣は生産性を

決定する主要因である)の相互作用によって決定することを示した｡ このとき両国子細のバランスがとれている時に生物多

様性が最大になる｡予測きれるパターンは過去の実証研究のデータから得られた結果とよくあい,またそのメカニズムは両

効果が各種を制限する要因に与える影響を考えること'で理論的に説明された｡

｢植物の質 (下からの因子)が低下したとき幼虫期を長くして対応する植食性昆虫は,天敵 (上からの因子)に襲われや

すくなる｣という効果を考慮七入れ,植食性および天敵昆虫の群集構造が植物の質の傾度にそってどのよう決まるかを考察

天敵が存在する時には弔敵に襲われ難い補償能力の低い植食者が卓越しうる｡(2)植物の栄養価値が低い時には,高い補償能

力を持った植食者の天敵や,高い補償能力を持った天敵が卓越する,という理論的予測を導いた｡

'r空間 (下からの因子)をめぐる競争｣と ｢(上からの因子が介する)巻き添え型競争｣との間の関係を研究した｡空間を

めぐって競争している二噂には,｢天敵による襲われやすさ′｣と ｢空間資源をめぐる競争力｣との間のトレードオフが目顔

に生じることを示したOこれは,分散力の高い種は高密度に密集L,そこで天敵はより増えやすくなるので,その結果,天 ＼

敵との遭遇頻度が高くなるからである｡ そのため,天敵の分散力が高いときほど,空間をめぐる競争に弱い (天敵に襲われ

にくい)種が卓越することが予測された｡

生息地の分断化によって,植食者を制御する ｢上からの制御｣と ｢下からの制御｣の間のバラシスが崩れ,｢植物一植食

者一天敵｣の三者系が崩壊してしまう場合があることを示した｡また,このような ｢生息地分断化か引き起こす植物の喰い

尽くし｣は,(1)植食者の分散力が大きいとき;(2)天敵の分散力が低い時,により起こりやすいキとを示した｡

群集の様々な特廠 (栄養段階数,種数,種組成,混乱に対する反応)を決定する具体的機痛を理論的に明らかにした｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨i

バイオマスアロケーション 捕食に関わる ｢上からの効果｣と資源利用に関わる ｢下からの効果｣の

相互作用と関連づけ,その決定機構を理論的に考察した｡
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-栄養投階内の種数は ｢撹乱｣(｢上からの効果｣はしばしば撹乱と′して働く)と ｢生産性｣(｢下からの効果｣は生産性を

決定する主要因である)の相互作用によって決定することを示し,このとき両因子間のバランスがとれている時に生物多様

性が最大になることを示した｡ この研究は,中規模撹乱仮説や中規模生産性仮説として知られていたものを理論的に統合し

たものであり,実証研究で導き出された多様性の様々か タヾーンをすべて説明できるという画期的なもの替串考と評価され

た｡､

さらに,申請者は ｢植物の質 (下からの因子)が低下したとき幼虫期を長くして対応する植食性昆虫は,天敵 (上から､の

因子)に襲われやすくなる｣という効果を考慮に入れ,植食性および天敵昆虫の群集構造が植物の質の傾度にそ√つてどのよ

う決ま畠かを考察するという興味深い研究を展開した.このとき,植物の栄養価値に対応して幼虫の成育速度が変化するが,

幼虫の生育期間が可塑的に変化できるかどうかが結論に質的差をもたらすという,一見意外な結果を導いた｡

つぎに,空間構造を直接導入したモデルにより,空間をめぐって競争している二種には,｢天敵による襲われやすさ｣と

｢空間資源をめぐる競争力｣との間のトレードオフが自然に生じることを示し,トレードオフの概念に対する新しい見方を

与えた｡人間活動の結果生じる生息地の分断化によって,植食者を制御する ｢上からの制御｣と ｢下からの制御｣の間のバ

ランスが崩れ,｢植物一植食者-天敵｣の三者系が崩壊してしまう場合があることを示した｡ このことは,環境の保全対策

にも通じる重要な貢献であると評価された｡

本研究は,学問上大きな意義をもつと同時に,申請者の学術研究に対する熱意と能力の高さを証明している｡よって,本

論文は博士 (理学)の学位論文に値するものと認められた｡ なお,平成13年1月18日に,添付論文に報告されている研究業

績を中心に,関連分野に関する試問を行った結果,適切な解答が得られたので,合格と認定した｡

- 396-


